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■広報委員会

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　渡　邉　英　直

委員　斉　藤　　　謙

委員　齋　藤　松　夫

編　集　後　記

　議会改革がテーマの北海道芽室町議会視察で

は、さすが全国トップの議会だなと、たくさん

のことを学ばせていただきました。議会広報は

４人体制の議会事務局による毎月発行でした。

　桑折町の事務局は監査委員事務局も兼ねての

２人体制です。だからではありませんが、桑折

町は議員の手づくりで、定例会終了後１ヶ月以

内発行を目標にしての編集です。今年もよりよ

い広報をめざし頑張ります。

　この年が、共におおきく羽ばたける年であり

ますように。

齋藤松夫

醸芳子ども園 ５歳児交流会

 － 友だち100人できるかな －

・・・・・



・
資
産
減
耗
費

　
　
　
　
　
　
▲
２
６
６
万
７
千
円

・
配
水
及
び
給
水
費

　
　
　
　
　
　
　
１
２
１
万
９
千
円

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　
４
７
３
万
６
千
円

資
本
的
収
入

　
３
，
６
９
２
万
円
を
増
額
し
、
総

額
を
７
，
１
５
９
万
４
千
円
と
す
る

も
の
。

（
主
な
も
の
）

・
工
事
負
担
金
　
３
，
６
９
２
万
円

資
本
的
支
出

　
１
，
４
６
８
万
９
千
円
を
減
額
し
、

総
額
１
億
５
，
２
２
２
万
５
千
円
と

す
る
も
の
。

（
主
な
も
の
）

・
委
託
料
　
　
　
　
▲
２
１
８
万
円

・
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
▲
１
，
２
５
０
万
円

12 定月 例会
　平成28年定例会は12月５日から12日まで、８日間の

会期で開催された。

　提出案件は町総合計画、条例制定１件、条例改正５件、

補正予算５件、諮問１件、議員提出５件の計18件を審

議し、すべて原案通り可決した。

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
追

加
、
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬

に
能
率
給
を
導
入
、
ま
た
、
学
校
医

や
学
校
歯
科
医
な
ど
の
報
酬
額
を
在

籍
者
数
に
応
じ
た
額
に
見
直
す
も
の
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
準
じ
、

職
員
の
給
料
月
額
、
扶
養
手
当
、
勤

勉
手
当
を
改
定
す
る
も
の
。

町
税
条
例
の
一
部
改
正

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

　
い
ず
れ
も
所
得
税
法
等
の
一
部
改

正
に
基
づ
く
も
の
。

奨
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
改
正

　
学
校
教
育
に
係
る
経
済
的
支
援
対

策
と
し
て
、
奨
学
資
金
の
額
、
返
済

期
間
並
び
に
返
済
の
方
法
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
奨
学
資
金

制
度
と
す
る
た
め
。

献
上
桃
の
郷
こ
お
り
創
生
プ
ラ
ン

　「
み
ん
な
と
つ
な
が
り
　
み
ん
な

が
活
躍
で
き
る
　
安
心
の
ま
ち
　

桑
折
」
を
町
の
将
来
像
と
位
置
づ
け
、

基
本
方
針
と
し
て「
魅
力
的
で
活
力

の
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
」
な
ど
四

本
を
柱
に
据
え
て
、
四
つ
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
幹
事
業
と
し
な
が

ら「
創
生
」の
実
現
に
向
け
、
各
種
施

策
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

農
業
委
員
16
名
か
ら
10
名
へ

農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る

条
例

　
農
業
委
員
会
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
出
方
法

の
制
度
変
更
や
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
及
び
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

を
進
め
る
た
め
の
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
新
設
が
定
め
ら
れ
た
こ

と
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
に
制
定
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
任
期
満
了
に
よ
る
再
任

住
所
　�

上
郡
字
番
丁
田

氏
名
　
石
幡
　
正
則

任
期
　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
平
成
32
年
３
月
31
日

イ
コ
ー
ゼ
！
の
駐
車
場
を
整
備

一
般
会
計（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
３
，
８

０
１
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
73
億
８
，
０
８
１
万
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・�

臨
時
福
祉
給
付
金
等
給
付
事
業
補

助
金
　
　
３
，
７
６
２
万
４
千
円

・
前
年
度
繰
越
金

　
　
　
　
　
　
　
３
３
７
万
４
千
円

・
農
林
水
産
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
▲
４
８
３
万
３
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
臨
時
給
付
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
３
，
７
６
２
万
４
千
円

・
防
災
無
線
機
購
入
費
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
４
６
万
円

・�
イ
コ
ー
ゼ
！
駐
車
場
整
備
事
業
設

計
業
務
委
託
費
　
　
４
０
０
万
円

・
身
体
障
が
い
者
保
護
費

補
正
予
算

条
例
改
正

条
例
制
定

総
合
計
画

諮
　
　
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
３
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
１
７
４
万
５
千
円

・
国
保
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
１
千
円

・
職
員
人
件
費

　
　
　
　
▲
１
，
６
４
４
万
２
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
１
６
３
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
16
億
３
，
４
６
９
万
２

千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
１
千
円

・
繰
越
金
　
　
　
　
　
62
万
６
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
総
務
費
　
　
　
１
０
０
万
１
千
円

・
諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
50
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘

定
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
２
７
２
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
15
億
４
１
８
万
５
千
円

と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
国
庫
支
出
金
　
　
　
98
万
１
千
円

・
繰
入
金
　
　
　
１
７
４
万
５
千
円

《
歳
出
》

・
総
務
費
　
　
　
２
７
２
万
６
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
２

号
）

　
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
48
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
３
億
６
，
５
９
９
万
８
千
円
と

す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
繰
越
金
　
　
　
　
　
48
万
９
千
円

《
歳
出
》

・
総
務
費
　
　
　
　
　
８
万
２
千
円

・
事
業
費
　
　
　
　
　
40
万
７
千
円

水
道
事
業
会
計（
第
２
号
）

　
収
益
的
収
入

　
１
，
３
７
８
万
６
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
３
億
８
，
６
６
４
万
２
千
円

と
す
る
も
の
。

（
主
な
も
の
）

・
水
道
使
用
料

　
　
　
　
　
　
▲
８
９
０
万
７
千
円

・
雑
収
益
（
東
京
電
力
賠
償
金
等
）

　
　
　
　
　
２
，
２
７
２
万
５
千
円

・
加
入
金
　
　
　
　
▲
86
万
４
千
円

　
収
益
的
支
出

　
５
３
４
万
８
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
３
億
４
，
６
６
９
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

（
主
な
も
の
）

・
原
水
及
び
浄
水
費
の
受
水
費

　
　
　
　
　
　
▲
２
８
８
万
１
千
円

・
総
係
費
　
　
▲
１
５
２
万
５
千
円

・
委
託
費
　
　
▲
１
３
４
万
６
千
円

　東京電力福島第二原子力発電所全基廃炉は、

当町民はもとより全県民が強く求めている。し

かし、東京電力も国もこの声に耳を傾けずに今

日に至った。

　こうしたなか、去る11月 22日午前５時 59

分ごろ、福島県沖を震源とするマグニチュード

7.4の地震が発生、当県をはじめ、茨城、栃木の

３県において震度５弱を観測した。東京電力福

島第一及び第二原子力発電所には、最大で1.6

メートルの津波が押し寄せ、第一原子力発電所

においては、放射性物質の流出を抑える「シル

トフェンス」の損傷や、３号機の使用済み核燃

料プールの冷却機能一時停止により、プール内

水温0.2 度上昇の事態に陥った。

　幸いにも、水漏れや放射性物質の漏洩はなく、

緊急事態には至らなかったが、現在も続く余震

と、東日本大震災時の原子力発電所事故の記憶

が、住民生活を不安に追いやっている。

　当町議会は、平成23年４月18日付「東日本

大震災及び原子力事故に対する意見書」をはじ

め、11回に及ぶ関連意見書を国に対し提出する

などして、「福島第二原子力発電所の全基廃炉」

等を強く求めてきた。

　国は、廃炉は第一義的には電気事業者が判断

するものとしている。東京電力はレベル７の苛

酷事故を引き起こし、県民を塗炭の苦しみに追

いやったことへの責任を強く自覚し、原発再稼

働でなく、再生可能エネルギーへの転換を求め

る国民の声に応え、すすんで「福島第二原子力

発電所全基廃炉」の決断をすべきであり、当議

会はこれを強く求める。

　以上決議する

平成28年 12月12日

　　　　　　　　　　福島県伊達郡桑折町議会

　東京電力ホールディングス株式会社

　　代表執行役社長　廣瀬　直巳　殿

東京電力福島第二原子力発電所の全基廃炉を求める決議

　
福
島
復
興
に
は
東
電
の「
全
基
廃
炉
」は
、
絶
対
条
件
だ
。
地
震
が
発
生
し
て
も
県
民
・
町
民
が

安
心
・
安
全
に
く
ら
す
た
め
に
、
本
議
会
は
全
会
一
致
で
決
議
し
東
京
電
力
㈱
に
送
付
し
た
。

同趣旨内容の意見書を
国に対しても提出した。

決
議

議会だより――議会だより3 2 



ズバリ町政を問う60分町政を問う60分
8 名登壇

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

一般 質 問

登壇議員 質　問　項　目

佐　藤　榮　三
・桑折町農業振興への取組みについて

・町内会等の共同作業における安全対策及び補償について

・食育教育と朝御飯条例の制定について

佐　藤　武　朗

・本町の公共施設のトイレ事情について
・本町の小中学校のトイレ事情について
・旧伊達郡役所の利活用について
・移住・定住人口の確保について
・西山城跡地の整備事業について

川　名　静　子
・「復興こおり創造プラン」の総括について
・公民館のあり方に関して
・桑折町住生活基本計画の見直しに関して

羽根田　八千代

・高齢者の(足)、移動手段をどう拡充する
・防災計画の進捗状況と隣接市町との連携について
・「イコーゼ!」周辺駐車場整備と利活用拡大について
・町民体育館のトイレのあり方について
・ＧＩ登録にむけて
・うぶかの郷を《桃の葉温泉》に
・水素社会の実現に向けた取組みについて

半　澤　　　高

・9月定例議会での議会(議員)からの指摘事項(注目点)について

・役場職員の職場環境等について

・「ふるさと納税」について

・町内商工業者の「風評被害」対策について

岩　﨑　久　男
・原発事故と損害賠償について

・人口減少対策と町づくりについて

・子ども、子育て支援事業について

齋　藤　松　夫

・桑折町自治基本条例(仮称)制定の検討について
・半田沼ハザードマップについて
・住民生活を脅かす有害鳥獣対策について
・国道4号インターチェンジ周辺開発計画(流通・業務拠点形成)について
・地域資源を最大限に活かした町づくり及び景観形成について
・町公営住宅長寿命化計画策定事業について

斉　藤　　　謙

・空き家等対策に関して

・全国学力テスト結果等に関して

・財政運営等に関して

・総合計画策定等に関して

幼稚園跡地の今後の利活用は
　農業振興活動拠点として利活用を進めていく

食
育
教
育
と
朝
御
飯
条
例
の
制
定
を

　
ま
ず
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
か
ら

○�一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間

60分で行われます。

○�内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

○質問項目は、通告によるものです。

◯一般質問の様子は桑折町議会のホームページ（録画）でご覧いただけます。

問
　
幼
稚
園
統
合
後
の
伊
達
崎
、
半

田
、
睦
合
各
幼
稚
園
跡
地
は
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
予
定
か
。

答
　
町
長
　
伊
達
崎
幼
稚
園
西
側
園

舎
に
つ
い
て
は
福
島
再
生
加
速
化
交

付
金
事
業
が
決
定
次
第
改
装
工
事
を

行
い
農
業
振
興
拠
点
と
し
て
利
活
用

を
進
め
て
い
く
。
睦
合
幼
稚
園
に
つ

い
て
は
老
朽
化
が
激
し
い
の
で
解
体

の
方
向
で
検
討
、
半
田
幼
稚
園
南
側

園
舎
に
つ
い
て
は
歴
ま
ち
法
関
連
施

設
、
保
管
展
示
施
設
と
し
て
活
用
し

て
い
く
。
な
お
、
伊
達
崎
西
園
舎
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
地
元
の
各
種
団

体
等
と
今
後
細
部
に
つ
い
て
の
協
議

を
重
ね
て
決
定
し
て
い
く
。

― 農業振興活動拠点として変わる ―

佐 藤 榮 三 議員

問
　
共
同
作
業
に
お
け
る
安
全
対
策
及
び
補
償
に
つ
い
て

　
　
答
　
各
団
体
で
そ
れ
ぞ
れ
保
険
に
加
入
し
対
応
を

これも 質 問
問
　
児
童
生
徒
の
朝
食
摂
取
調
査
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長
　
毎
年
６
月
と
12
月
に
実

施
し
て
い
る
。
28
年
６
月
の
摂
取
率

は
99
・
８
%
で
あ
っ
た
。

問
　
現
場
で
の
食
育
教
育
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
健
全
な
食
生
活
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
、
習
慣
、
態
度
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
各
学
校

の
食
育
全
体
計
画
に
基
づ
き
給
食
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
授
業
や
給
食
指

導
等
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
。

問
　
地
場
産
食
材
の
利
用
状
況
は
。

答
　
米
は
1
0
0
%
、
野
菜
は
36
品

目
中
、
17
品
目
が
町
内
産
を
利
用
し

て
い
る
。

問
　
健
康
長
寿
の
た
め
に「
朝
御
飯

条
例
」
を
制
定
す
れ
ば
児
童
生
徒
の

健
全
育
成
、
ま
た
国
保
の
負
担
軽
減
、

地
場
産
食
材
の
利
用
拡
大
に
繋
が
る

と
思
う
が
。

答
　
朝
御
飯
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

健
康
を
守
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
健
康
的
な

生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
、
趣
旨
の
徹
底
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

川 名 静 子 議員

「移住・定住」相談窓口の設置は
　総合計画推進に向けての検討課題

佐 藤 武 朗 議員

交
流
人
口
増
を
見
据
え
た
ト
イ
レ
の
整
備
は

　
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
に
向
け
検
討

　「
桑
折
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」総
合
戦
略
に
は

人
口
流
出
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
移
住
を
促
進
し
、
定

住
人
口
を
増
や
す
と
あ
る
。
他
町
に
先
駆
け
一
日
も
早
い

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
総
合
戦
略
の
各
施
設
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
町
長
　
53
の
新
規
・
拡
充
事
業
を
掲
げ
る
中
、
国
の

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
た
関
連
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

問
　「
移
住
・
定
住
」に
向
け
て
の
施
策
は
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、「
移
住
・
定
住
」を
検
討
し
て
い
る
方
へ
の
受
け

皿
が
見
え
な
い
。
来
年
度
の
組
織
に「
移
住
・
定
住
」に
関

す
る
情
報
の
発
信
、
相
談
等
に
も
対
応
で
き
る
窓
口
を
設

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　「
相
談
窓
口
」の
設
置
に
は
、
既
存
組
織
の
機
能
強
化

も
含
め
、
新
し
い
総
合
計
画
の
推
進
に
向
け
て
の
検
討
課

題
と
捉
え
て
い
る
。

　
一
般
家
庭
の
洋
式
ト
イ
レ
の
普
及

率
は
9
割
を
超
え
、
ま
た
、
温
水
洗

浄
便
座
は
8
割
を
超
え
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
本
町
の
公
共
ト
イ
レ

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
各
地
区
公
民
館
の
ト
イ
レ
洋
式

化
の
要
望
が
出
て
い
る
。
年
次
計
画

で
洋
式
化
へ
の
改
修
工
事
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
各
施
設
の
維
持
・
修
繕

等
に
努
め
な
が
ら
、
ト
イ
レ
の
改
修

に
つ
い
て
は
50
％
を
目
指
す
。

問
　
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
中
、

町
内
の
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
、
新
設

等
の
計
画
は
あ
る
か
。

答
　
交
流
人
口
を
見
据
え
て
、
今
後

の
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
に
向
け
検
討

し
て
い
く
。
特
に
優
先
は「
桃
の
郷

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
の
ト
イ
レ
整
備

だ
。

問
　
既
存
の
公
共
施
設
等
も
公
衆
ト

イ
レ
と
し
て
、
利
用
を
可
能
に
す
べ

き
。

答
　
施
設
利
用
者
は
も
と
よ
り
、
こ

れ
ま
で
も
使
用
を
特
定
せ
ず
、
広
く

一
般
的
に
利
用
し
て
頂
い
て
い
る
。

問
　
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
計
画
は

　
　
答
　

5
か
年
で
50
％
の
洋
式
化
を
目
標
に
進
め
る

問
　
旧
郡
役
所
を
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

　
　
答
　�

利
活
用
は
文
化
財
保
護
審
議
会
等
と
協
議
す
る

問
　
西
山
城
跡
地
整
備
で
の
伐
採
木
材
の
有
効
利
用
策
は

　
　
答
　
次
年
度
以
降
の
整
備
で
検
討
し
て
い
く

これも 質 問

問
　「
復
興
こ
お
り
創
造
プ
ラ
ン
」
の
総
括
は

　
　
答
　
着
実
に
推
進
、
復
興
が
実
感
で
き
た

これも 質 問

　
25
年
に
策
定
さ
れ
た「
町
住
生
活

基
本
計
画
」
が
見
直
し
の
時
期
を
迎

え
る
。
見
直
す
に
当
た
り「
公
営
住

宅
長
寿
命
化
計
画
」の
作
成
、「
空
き

家
等
対
策
協
議
会
」
を
設
置
、
空
き

住
宅
等
を
検
討
し
こ
の
計
画
策
定
に

繋
げ
て
い
く
も
の
と
考
え
次
の
3
点

を
伺
う
。

問
　
こ
の
計
画
は
37
年
の
人
口
を
1

万
3
千
人
と
想
定
、
町
営
住
宅
は

1
3
7
戸
だ
。
総
合
計
画
で
は
人
口

1
万
人
想
定
す
る
こ
と
か
ら
約
何
戸

に
な
る
か
。
さ
ら
に
古
い
住
宅
か
ら

取
壊
し
と
な
れ
ば
坂
下
住
宅
も
含
ま

れ
る
の
か
。

答
　
町
長
　
将
来
居
住
す
る
可
能
性

の
あ
る
世
帯
数
を
加
味
す
る
必
要
が

あ
り
、
今
は
示
せ
な
い
が
見
直
し
に

併
せ
て
設
定
し
て
い
く
。

問
　「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」作

成
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
策
定
委

員
会
等
の
立
ち
上
げ
の
予
定
と
進
め

方
は
。

答
　
現
在
入
居
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分

析
中
だ
。
策
定
作
業
を
進
め
な
が
ら

関
係
部
署
と
調
整
を
図
り
政
策
会
議

で
決
定
し
て
い
く
。

問
　「
空
き
家
等
対
策
協
議
会
」 

設

置
の
進
捗
状
況
は
、
ま
た
こ
の
会
へ

の
女
性
の
参
加
者
は
あ
る
か
。

答
　
建
築
や
不
動
産
の
専
門
家
で

12
月
中
旬
に
開
催
予
定
だ
。
現
在

1
2
4
件
の
空
き
家
が
あ
る
。
会
の

性
格
上
女
性
の
参
加
は
き
び
し
い
。

どうする築60年以上の坂下住宅
　　　町住生活基本計画を見直す中で

切
れ
目
の
な
い
生
涯
学
習
の
提
供
は

　
実
施
計
画
の
中
で
策
定
し
て
い
る

　「
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
」策
定

か
ら
1
年
、
新
総
合
計
画
と
の
整
合

を
図
っ
た
公
民
館
運
営
の
あ
り
方
を

伺
う
。

問
　
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
世
代（
特
に
高
校
・
大
学
生
に

よ
る
ふ
る
さ
と
桑
折
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
考
え
等
）
へ
の
学
習
の
提
供
は

あ
る
か
。

答
　
教
育
長
　
実
施
計
画
で
策
定
し

て
い
る
。

問
　
指
定
管
理
で
の
公
民
館
運
営
が

増
え
て
い
る
。
本
町
の
考
え
は
。

答
　
地
域
住
民
に
と
り
効
率
的
・
効

果
的
に
運
営
す
る
手
法
と
な
る
か
先

進
事
例
を
参
考
に
す
る
。

問
　
古
い
か
ら
こ
そ
清
掃
を
徹
底
す

る
の
で
は
な
い
の
か
。

答
　
管
理
は
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
四
地
区
館
長
の
人
選
は
い
つ
。

答
　
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
企
画

運
営
へ
の
参
画
、
活
動
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

― 入居者アンケートの分析中〜坂下住宅〜 ―

― 〝桃の郷〟にふさわしいトイレに ―
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

羽根田八千代 議員

問
　
商
工
業
者
の
風
評
被
害
対
策
は

　
　
答
　「
献
上
桃
の
郷
」
商
標
を
活
か
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
払
拭
に
努
め
る

これも 質 問

　
役
場
職
員
が
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
、
心
も
身
体
も
健
康
で
あ
り
続

け
る
よ
う
な
職
場
環
境
等
に
つ
い
て

伺
う
。

問
　
超
過
勤
務（
残
業
）の
管
理
は
。

答
　
町
長
　
適
正
に
管
理
し
て
い
る
。

毎
月
、
時
間
外
勤
務
状
況
を
所
属
長

に
報
告
す
る
な
ど
特
定
の
個
人
に
偏

ら
な
い
よ
う
労
務
管
理
を
徹
底
し
て

い
る
。

問
　
休
日
出
勤
の
代
休
は
十
分
に
取

れ
て
い
る
か
。

答
　
週
休
日
や
休
日
に
勤
務
を
命
令

す
る
際
に
は
、
代
休
日
を
指
定
す
る

こ
と
が
原
則
。
振
替
が
困
難
な
場
合

に
限
り
時
間
外
手
当
を
支
給
し
て
い

る
。

問
　
長
期
休
職
者
に
対
す
る
対
応
は
。

答
　
職
場
復
帰
に
む
け
て
本
人
や
主

治
医
へ
の
面
談
だ
け
で
な
く
、
家
族

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど

適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

職員の職場環境は
　　　残業等適正に管理している

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

　
昨
年
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

半 澤 　 高 議員

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
次
の
点

を
伺
う
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
が「
赤
字
」
と

な
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と
の
報

道
が
あ
っ
た
が
桑
折
町
は
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
平
成
20
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
の
8
年
間
で
1
，
6
0
5
万

7
千
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
。
町

民
の
皆
様
が
他
の
自
治
体
へ
寄
附
さ

れ
た
額
は
3
6
3
万
9
千
円
で
あ

り
、
町
へ
寄
附
い
た
だ
い
た
額
が
1
，

2
4
1
万
8
千
円
多
く
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
は
11
月
末
で
約
1
，

1
0
0
万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
が

あ
り
、
昨
年
度
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
の
町

長
の
基
本
的
考
え
は
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
大
き
な
意
義

で
あ
る
納
税
者
が
地
方
行
政
へ
の
関

心
と
参
加
意
識
を
高
め
る
こ
と
、
自

治
体
は
納
税
者
の「
志
」に
応
え
ら
れ

る
施
策
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
上
で
、
返
礼
品
に
町
の
特
産
品

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の

産
業
振
興
の
一
助
に
な
る
こ
と
も
期

待
す
る
。

　「
イ
コ
ー
ゼ
！
」駐
車
場
整
備
と
利

活
用
拡
大
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
運
営
上
の
課
題
と
し
て
駐
車
場

確
保
が
あ
る
。
仮
置
き
場
と
な
っ
て

い
る
旧
町
民
プ
ー
ル
の
汚
染
土
砂
搬

出
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
供
用
開

始
時
期
は
い
つ
頃
か
。

答
　
町
長
　
11
月
か
ら
搬
出
作
業
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
２
月
完
了
予
定

だ
。
駐
車
場
供
用
開
始
は
来
年
10
月

を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
南
側
の
駐
車
場

は
夜
間
利
用
が
不
便
だ
。
現
況
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

照
明
設
置
の
考
え
は
な
い
か
。

答
　
照
明
が
十
分
に
機
能
し
て
お
ら

ず
速
や
か
に
改
善
す
る
。

問
　
利
活
用
の
拡
大
策
と
し
て
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
、
町
民
水
泳
大
会
等
、

次
年
度
の
事
業
計
画
に
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。

答
　
参
考
に
す
る
。

問
　
障
が
い
者
の
施
設
利
用
料
の
減

免
策
に
つ
い
て
町
長
は
、
3
月
定
例

会
に
お
い
て
検
討
す
る
と
明
言
し
て

い
る
。
29
年
度
の
予
算
編
成
に
ど
う

反
映
す
る
の
か
。
ま
た
、
対
象
者
は

も
と
よ
り
介
助
者
へ
の
処
遇
は
。

答
　
新
年
度
よ
り
減
免
を
実
施
し
た

い
。
ま
た
、
介
助
者
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
く
。

問
　
経
済
産
業
省
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
燃
料
電
池
推
進

室
は
、「〝
水
素
社
会
〟
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
加
速
」

が
必
要
だ
と
、
利
活
用
の
意
義
を
う
た
っ
て
い
る
。

　
福
島
県
も
ま
た
開
発
に
取
り
組
む
と
先
日
報
道
さ
れ
た
。

本
町
は
、
21
世
紀
の
追
分
と
称
し
、
新
た
な
土
地
利
用
の

検
討
時
期
だ
。

　「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
町
」宣
言
の
本
町
の
未

来
に
、
ぜ
ひ
と
も
、
県
や
産
学
官
民
連
携
し
て
研
究
す
べ

き
課
題
で
は
な
い
か
。
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
は「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
町
」を
宣
言
し
た
本
町
に
お

い
て
、
調
査
研
究
事
項
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、
町
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
現

在
検
討
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

水素社会の実現に向けた取組みは
　　　　有識者会議で検討中

「
イ
コ
ー
ゼ
!
」
駐
車
場
整
備
等
は

　
供
用
開
始
は
来
年
10
月
見
込
み

問
　
町
民
体
育
館
の
ト
イ
レ
は
敬
老
会
開
催
会
場
に
可
か

　
　
答
　
会
場
の
変
更
等
で
応
え
る

問
　
う
ぶ
か
の
郷
を
《
桃
の
葉
温
泉
》
に

　
　
答
　�

桃
の
葉
の
効
能
を
知
り
、
意
見
を
参
考
に
検
討
す
る

問
　
高
齢
者
の
（
足
）、
移
動
手
段
を
ど
う
拡
充
す
る
の
か

　
　
答
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
範
囲
内
で
「
一
層
の
拡
充
」
を

これも 質 問

― 駐車場整備へ工事スタート ―

― 働きやすい環境維持を ―
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

岩 﨑 久 男 議員

問
　
去
る
11
月
22
日
早
朝
5
時
59
分

Ｍ
７
・
４
震
度
５
弱
に
襲
わ
れ
強
い

地
震
に
よ
る
津
波
が
発
生
し
避
難
指

示
が
発
令
、
県
民
か
ら
は「
原
発
は

大
丈
夫
か
」
と
不
安
の
声
が
あ
が
っ

た
。
県
民
の
願
い
は
、
す
べ
て
全
基

廃
炉
で
あ
り
、
本
町
も
再
三
に
わ
た

り
要
請
し
て
き
た
が
廃
炉
に
至
ら
ず
、

改
め
て
国
、
東
京
電
力
に
対
し
て
第

２
原
発
廃
炉
を
強
く
要
請
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
第
2
原
発
の
廃
炉
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
強
く
要
請
す
る
。

問
　
一
般
会
計
損
害
賠
償
請
求（
平

成
22
年
度
～
26
年
度
分
）
を
直
接
請

求
さ
れ
た
が
一
部
合
意
し
た
の
み
で

あ
り
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
直
接

請
求
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｒ
へ
の
和
解
仲
介
へ

切
り
替
え
す
べ
き
時
期
と
思
う
が
。

答
　
平
成
22
・
23
年
度
請
求
の
一
部

約
２
０
７
万
円
を
11
月
28
日
受
領
の

み
で
あ
り
、
合
意
で
き
な
か
っ
た
分

は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
へ
の
申
し
立
て
を
検
討

す
る
。

問
　
伊
達
崎
、
睦
合
、
半
田
の
３
地
区
小
学
校
は
当
面
は

複
式
学
級
が
生
じ
る
に
は
至
ら
な
い
見
通
し
で
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
根
拠
を
具
体
的
に
示
し
て
頂
き
た
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
小
学
校
存
続
の
た
め
の

対
策
は
。

答
　
教
育
長
　
複
式
学
級
に
つ
い
て
は
、
県
の
基
準
に
よ

り
教
員
が
加
配
さ
れ
る
の
で
、
実
質
的
に
は
解
消
さ
れ
る
。

学
校
施
設
の
開
放
等
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

問
　
都
市
計
画
法
第
34
条
11
号
に
基
づ
く
区
域
指
定
に
つ

い
て
、
道
路
は
拡
幅
整
備
が
完
了
せ
ず
と
も
関
係
者
の
同

意
が
得
ら
れ
れ
ば
可
と
さ
れ
て
い
る
。
下
郡
上
代
地
区
の

用
地
買
収
終
了
後
は
、
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
都
市
計
画
法
第
34
条
11
号
に
基
づ
く
区
域
指

定
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
可
能

な
用
地
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
区
域
指
定
の
対
象
と
す

る
。

齋 藤 松 夫 議員

問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
は

　
　
答
　
新
総
合
計
画
の
中
で
検
討
す
る

これも 質 問

問
　
国
道
4
号
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
は
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用

地
区
域
で
あ
り
、
開
発
に
は
困
難
を

伴
う
。
こ
の
打
開
の
た
め
に
は
、
県

方
針
に
あ
る「
市
街
化
区
域
及
び
市

街
化
調
整
区
域
に
関
す
る
都
市
計

画
の
見
直
し
の
基
本
的
事
項（
平
成

22
年
3
月
）」
に
あ
る
、「
飛
び
地
市

街
化
区
域
拡
大
」
を
真
正
面
に
据
え
、

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
、
９
月
定
例
会
で
質
し
た

が
そ
の
後
の
進
捗
を
伺
う
。

　
ま
た
次
の
計
画
区
域
見
直
し
時
期

は
平
成
32
年
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

答
　
町
長
　
町
と
し
て
は
開
発
事
例

の
視
察
を
行
い
、
関
係
機
関
に
聞
き

取
り
を
す
る
な
ど
調
査
を
実
施
し
た
。

現
在
、
国
・
県
の
農
政
部
局
と
の
協

議
の
た
め
、
資
料
作
成
を
業
務
委
託

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。「
飛
び
地
拡

大
」
は
さ
ら
に
検
討
す
る
。
次
の
計

画
区
域
見
直
し
の
時
期
は
、
平
成
32

年
の
通
り
で
あ
る
。

４号インター周辺開発取り組みは
　　　調査したがさらに検討していく

県民の総意は全基廃炉だ
　　　第２原発も廃炉を強く要請する

農
業
委
の
建
議
に
応
え
森
林
再
生
等
を

　
真
摯
に
受
け
止
め
農
業
政
策
に
反
映

各
小
学
校
の
存
続
の
対
策
は

　
　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
担
っ
て
い
く

問
　
自
治
基
本
条
例
制
定
の
検
討
を

　
　
答
　
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

問
　
大
か
や
園
自
噴
源
泉
活
用
の
調
査
は

　
　
答
　�

補
正
予
算
に
計
上
、
今
年
度
中
に
調
査
を
実
施
す
る

問
　
半
田
沼
に
ダ
ム
の
よ
う
な
洪
水
調
節
機
能
設
置
を

　
　
答
　
貯
水
量
調
節
機
能
は
樋
門
管
理
人
と
協
議
し
対
応
す
る

これも 質 問

― 存続のための具体策を ―

― 急ピッチで進む相馬福島道 ―

問
　
イ
ノ
シ
シ
増
加
の
根
源
は
、
里

山
が
荒
れ
、
耕
作
放
棄
地
が
広
が
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て

侵
入
防
止
柵
に
加
え
、「
里
山
再
生

事
業
」、
及
び「
恵
み
の
農
地
再
生
事

業
」
の
該
当
要
件
緩
和
で
耕
作
放
棄

地
対
策
を
強
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
桑
折
町
農
業
委
員
会
も
昨
年
、

「
森
林
再
生
や
強
度
間
伐
に
よ
る
有

害
鳥
獣
出
現
の
減
少
」「
恵
み
の
農
地

再
生
事
業
該
当
要
件
緩
和
の
た
め
の

要
綱
見
直
し
」と
し
て
、町
に「
建
議
」

を
行
っ
て
い
る
。
所
見
は
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
防
護
柵
設
置
後
、
町
内

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
か
ら
実

施
希
望
が
あ
れ
ば
、
事
業
導
入
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
く
。
農
業
委
員
会

の「
建
議
」に
対
し
て
は
、
町
内
農
業

者
の
切
な
る
意
見
・
要
望
で
あ
る
の

で
、
真
摯
に
受
け
止
め
、
町
の
農
業

政
策
に
反
映
し
て
い
く
。
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一 般 質 問 　

学
力
向
上
も
隣
町
と
の
切
磋
琢
磨
策
を

　
学
力
面
も
競
争
意
識
強
化
を
図
っ
て
い
く

　
空
き
家
対
策
等
に
関
し
て

問
　
当
町
の
空
き
家
等
の
実
態
調
査

結
果
は
。

答
　
町
長
　
商
工
会
へ
委
託
、
調
査

の
結
果
、
空
き
家
は
１
２
４
件
で

あ
っ
た
。

問
　
空
き
家
対
策
計
画
策
定
時
期
等

は
。

答
　
12
月
中
に
専
門
家
等
を
メ
ン

バ
ー
と
し
た
空
き
家
等
対
策
協
議
会

を
設
置
し
今
年
度
中
に
計
画
を
策
定

す
る
。

問
　
空
き
家
等
対
策
は
地
方
自
治
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る「
地
域
に
お
け

る
事
務
」
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
減

少
時
代
に
は
人
口
増
や
町
の
活
性
化

を
図
る
上
で
か
か
せ
な
い
政
策
課
題

　
全
国
学
力
テ
ス
ト
結
果
等
に
関
し

て問
　
小
・
中
学
校
の
正
答
率
は
。
国

見
町
の
小
学
校
は
県
平
均
以
上
が
５

科
目
、
平
均
以
下
な
し
、
地
域
環
境

も
似
通
っ
て
い
る
が
、
陸
上
競
技
だ

け
で
な
く
、
学
力
面
も
、
切
磋
琢
磨

で
き
る
体
制
作
り
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
　
教
育
長
　
計
８
科
目
、
県
平
均

同
程
度
３
科
目
、
以
下
が
５
科
目
、

個
人
差
が
大
き
い
、
教
員
の
指
導
力

向
上
、
授
業
の
改
善
・
充
実
を
図
る
。

で
あ
る
と
考
え
、
空
き
家
等
対
策
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
解
消
策
と

し
て
民
間
連
携
に
よ
る
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
を
導
入
し
た
取
組
み
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
国
・
県
等

の
補
助
金
を
活
用
し
て
財
政
上
及
び

税
制
上
の
措
置
を
講
じ
る
べ
き
だ
。

答
　
対
策
協
議
会
で
検
討
す
る
こ
と

に
な
る
。

問
　
庁
舎
内
に
町
民
の
総
合
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
各
種
苦
情
な
ど
の
受

付
窓
口
を
明
確
に
し
て
お
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
庁
舎
内
に
は
関
係
部
署
が
数
ヶ

所
あ
る
の
で
町
民
が
相
談
し
や
す
い

よ
う
に
総
合
窓
口
を
明
確
化
す
る
。

遅
れ
て
い
る
児
童
に
は
組
織
的
な
指

導
体
制
を
充
実
、
ま
た
、
類
似
団
体

と
の
連
絡
・
連
携
を
図
り
、
学
力
面

で
の
切
磋
琢
磨
を
図
る
。

問
　
結
果
の
総
括
と
保
護
者
等
へ
結

果
報
告
は
。

答
　
個
別
に
は
個
人
成
績
表
等
配
布
、

全
体
は
保
護
者
会
等
に
説
明
す
る
。

問
　
教
員
の
指
導
体
制
等
に
課
題
は

な
い
か
。

答
　
全
教
員
の
内
１
名
長
期
休
暇
、

代
替
者
は
12
月
よ
り
配
置
し
授
業
等

に
は
影
響
は
な
い
。

斉 藤 　 謙 議員

空き家はまちづくりの重要課題
　　専門家等による協議会を設置する

問
　
総
合
計
画
策
定
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は

　
　
答
　
策
定
目
的
を
明
確
に
し
着
実
に
推
進
す
る

問
　「
事
業
と
予
算
」
同
様
「
事
業
決
算
」
を
公
表
し
て
は

　
　
答
　
従
来
同
様
、
広
報
こ
お
り
で
わ
か
り
や
す
く
す
る

これも 質 問

― 動き出した空き家等対策 ―

意
見
書
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発議第 10 号 東京電力福島第二原子力発電所の全基廃炉を求める決議（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案　審　議　結　果　表

議　　員　　名
議　案　項　目

　東京電力福島第一原子力発電所の事故から５
年９カ月が過ぎようとしていますが、今なお８
万 6,000 人近い人々が全国 47都道府県で不安
な避難生活を送っています。
　政府は昨年、災害救助法の適用によって実施
してきた自主避難者（区域外避難者）に対する
借り上げ住宅等の無償提供を2017年３月限り
で打ち切り、支援策に切り替ることを決定しま
した。打ち切り対象世帯は１万 2,500 世帯とい
われ、本町においても23世帯を数えています。
　しかし、期限が３か月後に迫った今も、対象
者の実態把握は途上にあり、支援策についても
対象範囲や期間、補助額等は限定的で、住宅支
援の継続、拡充を希望する多くの避難者の要請
に応えるものとはなっていません。
　自主避難者にとって住宅は最も基本的な生活
の基盤です。避難者を受け入れている山形県や
新潟県、そして山形市、米沢市などの自治体か
らも支援継続の声が寄せられています。
　2012 年に制定された「原発事故子ども・被
災者生活支援法」は、被災者一人ひとりが自ら
の意思で居住・移動・帰還の選択を行うことが
できるように、「そのいずれを選択した場合で
あっても適切に支援する」ことをうたっていま

す。避難者への住宅支援は、本来、この支援法
に基づく抜本的な対策や新たな法制度の確立に
よってなされるべきです。
　よって本議会は、下記の事項を強く求めるも
のです。

記

１�．福島県は、福島第一原発事故被災者の置か
れている現状把握及び支援策遂行のいずれも
が途上にあることに鑑み、2017年３月限りの
住宅支援打ち切りの方針を撤回すること。
２�．福島県は、避難指示区域内外を問わず避難
当事者の意見を十分に聴取し、支援策に反映
させること。

　以上、地方自治法第 99条の規定により意見
書を提出する。

平成28年 12月12日

　　　　　　　　　福島県伊達郡桑折町議会

　福島県知事　殿

原発事故自主避難者に対する住宅支援の継続を求める意見書

同 趣 旨 内 容 の 意 見 書 を
国 に 対 し て も 提 出 し た 。
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N

北海道

札幌
釧路帯広

芽室町 幕別町

議会改革　先行く町

芽
め

室
むろ

町
ちょう

公益財団法人

幕
まく

別
べつ

町
ちょう

農業振興公社

農業をやる・挑戦する人を応援

議会研  修報告
（
渡
邉
英
直
）　
幕
別
町
に
あ
っ
て
は
、
農
地
流
動
化
と
担
い
手
育
成
に
振
興
公

社
が
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
、
桑
折
町
に
お
い
て
も
同
様
の

考
え
の
も
と
遊
休
農
地
の
解
消
に
努
め
、
次
代
を
担
う
後
継
者
の
育
成
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
岩
﨑
久
男
）　
町
が
主
体
的
に
な
っ
て
、
担
い
手
の
確
保
、
育
成
を
総
合
的
に

取
り
組
み
、「
ゆ
と
り
み
ら
い
推
進
協
議
会
、
町
、
Ｊ
Ａ
、
普
及
セ
ン
タ
ー
」

の
提
言
を
受
け「
幕
別
農
村
ア
カ
デ
ミ
ー
」を
開
設
し
、
今
日
ま
で
農
業
振
興

公
社
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

（
佐
藤
武
朗
）　
農
家
一
戸
当
た
り
の
耕
作
面
積
は
35 

ha
、
生
産
農
業
所
得
１
，

３
２
２
万
５
千
円
と
本
町
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
規
模
で
あ
る
。
農
業
形
態

の
違
い
は
あ
る
が
、
本
町
で
は
限
ら
れ
た
農
地
を
い
か
に
有
効
活
用
す
る

か
、
ま
た
担
い
手
の
確
保
、
育
成
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
更
に
は
後
継

者
不
足
、
農
地
流
動
化
面
積
の
拡
大
等
、

農
業
を
取
巻
く
課
題
は
本
町
に
限
ら
ず
山

積
み
で
あ
る
。
そ
の
課
題
解
決
の
手
法
と

し
て
設
置
さ
れ
た
の
が
幕
別
町
の
農
業
振

興
公
社
で
あ
る
。

　
公
社
の
主
な
役
割
は
、
効
率
的
・
安
定

的
な
経
営
体
の
育
成
を
図
る
た
め
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
を
行
う
と
共
に
、
担
い

手
が
農
地
を
効
率
的
に
集
積
が
図
れ
る
よ

う
農
地
流
動
化
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
て
き
た
こ
れ
ら
の
対
策
を
効
率
的
に

行
う
た
め
一
元
化
し
、
幕
別
町
と
関
係
農

協
が
出
資
し
て
平
成
14
年
に
設
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
本
町
が
抱
え
る
課
題
解
決
を
探
る
た
め
、

時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
の
質
疑
と
な
っ
た
。

（
斉
藤
　
謙
）　
農
家
一
戸
当
り
耕
地
面
積
35
・
１
ha
、
一
戸
当
り
生
産
農
業
所

得
１
，
３
２
３
万
円（
Ｈ
18
年
）で
、
町
・
農
協
の
共
同
出
資
で
公
社
を
設
立

し
た
。
基
幹
産
業
と
し
て
、
農
業
後
継
者
づ
く
り
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
。
当
町
も
後
継
者
作
り
方
策
を
参
考
に
す
べ
き
と
思
わ
れ
た
。

（
齋
藤
松
夫
）　
質
疑
応
答
の
後
、
施
設
見
学
の
際
理
事
長
か
ら
聞
い
た
こ
と
だ

が
、
農
業
政
策
立
案
の
た
め
の
組
織
を
作
り
、
農
業
団
体
や
農
業
者
の
意
見

を
よ
く
聞
き
つ
つ
政
策
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

手
法
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

（
佐
藤
榮
三
）　
幕
別
町
に
は
、
遊
休
農
地
は
殆
ど
無
い
。
公
益
財
団
法
人
幕
別

町
農
業
振
興
公
社
は
町
三
分
の
二
、
農
協
三
分
の
一
の
出
資
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
。
担
い
手
の
確
保
、
育
成
、
農
地
の
流
動
化
対
策
を
一
元
化
し
効

率
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

（
川
名
静
子
）　
幕
別
町
農
業
振
興
公
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
ど
れ
だ
け

の
も
の
が
本
町
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
、
問
題
点
も
多
い

が
委
員
会
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。
桑
折
の
農
業
に
と
っ
て
の
課
題
は
何

か
。
担
い
手
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。

（
原
　
賢
志
）　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
は
ブ
ラ
ン
ド

カ
の
あ
る
農
産
物
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
組
織
は
別
と

し
て
、
既
存
の
施
設
を
利
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
開
発
や
農
業
の
魅
力

を
発
信
す
る
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

（
半
澤
　
高
）　「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
事
業（
花
嫁
募
集
事
業
）」や「
農

村
ア
カ
デ
ミ
ー
」、「
独
身
農
業
経
営
者
と
の
交
流
会
」な
ど
後
継
者
対
策
に

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
あ
た
っ
て
い
る
点
、
総
合
的
に
見
習
う
べ
き
だ
。

（
羽
根
田
八
千
代
）　
担
い
手
確
保
・
育
成
対
策
、
農
地
流
動
化
対
策
や
農
業
情

報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、
効
率
的
・
安
定
的
な
経
営
体
の
育
成
を
展
開

し
て
い
る
。
特
に
後
継
者
の
配
偶
者
対
策
は
必
見
だ
。
広
大
な
大
地
で
生
き

抜
こ
う
と
す
る
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
た
。

（
片
平
秀
雄
）　
公
社
は
町
が
２
／
３
、
４
Ｊ
Ａ
が
１
／
３
出
資
で
利
益
事
業
は

無
し
。
宿
泊
施
設
完
備
し
担
い
手
育
成
事
業
が
主
、
農
繁
期
は
農
家
で
実
践

研
修
、
農
閑
期
は
専
門
講
師
座
学
、
婚
活
事
業
も
有
。
町
や
関
係
団
体
の
農

業
振
興
へ
の
本
気
度
が
強
く
感
じ
勉
強
に
な
っ
た
。

（
渡
邉
英
直
）　
議
会
改
革
の
到
達
点
は
、
そ
の
時
々
に
求
め
ら
れ
る
議
会
の
あ

る
べ
き
姿
を
目
指
し
、
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
が
、
次
代

の
議
員
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
町
民
に
よ
り

身
近
な
議
会
を
目
指
す
必
要
を
感
じ
た
。

（
岩
﨑
久
男
）　
議
会
は
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
及
び
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、

政
策
提
言
、
そ
の
他
の
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
議
会
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
る
所
が
注
目
点
で
あ
り
、
議
会
事
務
局
の
体
制
強
化
が
さ
れ
て
い
る
。

（
佐
藤
武
朗
）　
大
学
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
、
関
係
す
る
研
究

機
関
な
ど
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
。
議
会
改
革
の
共
通
認
識
を
も
っ
て
、

議
会
事
務
局
、
議
会
が
チ
ー
ム
議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
町
で
は
、

議
会
事
務
局
の
体
制
強
化
も
不
可
欠
で
あ
る
。

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
が
実
施
す
る
議
会

改
革
度
調
査
で
第
一
位
の
芽
室
町
議
会
と
は
。

　
議
会
改
革
の
き
っ
か
け
は
町
長
選
、
町
議
選
の
無
投

票
や
投
票
率
が
下
が
っ
た
こ
と
に
発
す
る
。
住
民
の
声

を
基
に
町
議
会
と
し
て
の
政
策
を
定
期
的
に
提
案
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
町
民
に「
自
分
も
議
会
に
関
わ
り
た

い
。」と
い
う
思
い
を
醸
成
し
、
や
が
て
は
議
員
の
な
り

手
を
育
て
る
思
い
も
あ
る
。
芽
室
町
議
会
の
取
り
組
み

を
学
ぶ
た
め
主
に
次
の
項
目
を
視
察
研
修
し
た
。

・�

議
員
研
修
計
画
の
策
定
と
予
算
化

・�

北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
と
の
包
括
連
携
協
定

の
締
結

・�

議
会
白
書
の
作
成
・
公
表

・�

議
会
モ
ニ
タ
ー
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
設
置

・�

議
会
基
本
条
例
の
施
行

・�

通
年
議
会
制
へ
の
移
行

（
斉
藤
　
謙
）　
芽
室
町
議
会
も
議
会
改
革
に
関
す
る
制
度
的
な
も
の
は
、
会
津

若
松
市
議
会
等
の
先
進
事
例
を
参
考
に
作
成
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に

通
年
議
会
に
関
し
て
は
、
会
津
若
松
市
議
会
、
近
隣
市
町
で
導
入
し
て
い
る

先
進
地
を
参
考
と
し
て
検
討
・
研
究
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

（
齋
藤
松
夫
）　
視
察
し
て
、
本
町
議
会
の
次
の
よ
う
な
先
進
部
分
に
つ
い
て
も

確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
①
議
員
自
ら
に
よ
る
速
や
か
な
広
報
の
発

行
、
②
定
例
会
を
初
め
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
よ
る
総
括
会
議
の
開
催
、
③
議
案

質
疑
の
回
数
拡
大
に
よ
る
質
疑
の
充
実（
１
件
あ
た
り
３
回
）

（
佐
藤
榮
三
）　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
発
行
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
手
で
発
行
す

る
な
ど
他
の
議
会
に
劣
ら
な
い
取
組
み
を
し
て
い
る
事
か
ら
、
今
後
の
議
会

活
性
化
改
革
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
確
実
に
１
歩
づ
つ
チ
ー
ム
議
会
と

し
て
取
組
ん
で
行
く
べ
き
と
思
う
。

（
川
名
静
子
）　
チ
ー
ム
議
会
と
し
て
取
組
み
、
町
民
と
の
情
報
共
有
の
媒
体
は
、

月
１
回
の
議
会
だ
よ
り
発
行（
事
務
局
編
集
）や
議
会
モ
ニ
タ
ー
等
、
大
学
か

ら
の
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援
、
年
間
10
回
以
上
の
研
修
を
重
ね
、「
町
民
参

加
」と「
議
会
の
公
開
」を
柱
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
反
省
の
研
修
だ
っ
た
。

（
原
　
賢
志
）　
当
議
会
は
、
現
段
階
で
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
今
回
芽
室
町
議
会
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
通
年
議
会

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
併
せ
て
、
大
学
等
と
の
連
携
に

つ
い
て
の
検
討
も
有
意
義
と
考
え
る
。

（
半
澤
　
高
）　
議
会
改
革
を
強
力
に
進
め
て
い
く
の
に
は
、
議
会
事
務
局
の
体

制
強
化（
人
員
増
）が
必
要
と
感
じ
た
。
さ
ら
に
は
、
専
門
的
知
見
を
も
っ
た

方
々
の
意
見
を
十
分
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も

必
要
で
あ
る
。

（
羽
根
田
八
千
代
）　「
住
民
に
開
か
れ
、
分
か
り
や
す
く
、
行
動
す
る
議
会
」を

目
指
し
、
モ
ニ
タ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
・
諮
問
会
議
や
大
学
院
と
の
連
携

等
で
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
を
充
実
さ
せ
た
町
民
参
画
型
議
会
だ
。
本
議
会
も

ぜ
ひ
、
検
討
導
入
す
べ
き
活
性
化
策
だ
。

（
片
平
秀
雄
）　
芽
室
町
議
会
は
、
町
民
ら
に
よ
る
議
会
モ
ニ
タ
ー
や
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
大
学
教
授
に
よ
る
議
会
サ
ポ
ー
ト
、
通
年
議
会
制
な
ど
導
入

し
、
チ
ー
ム
議
会
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
議
会
議
員
が
一
丸
と
な
り
町
民

の
た
め
の
活
動
を
起
こ
す
事
が
議
会
改
革
へ
の
一
歩
と
思
う
。
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産 業 厚 生 常 任 委 員 会

委員長　佐　藤　武　朗

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委
員
長
　
原
　
　
　
賢
　
志

常
任
委
員
会
報
告

　
現
在
、
当
委
員
会
は
閉
会
中
の
所

管
事
務
調
査
と
し
て
、
地
域
産
業
活

性
化
の
た
め「
産
業
振
興
策
」に
つ
い

て
と
町
民
の
安
全
な
生
活
環
境
確
保

の
た
め「
道
水
路
等
の
整
備
状
況
と

計
画
」
に
つ
い
て
の
２
件
を
調
査
し

て
い
る
。

　
一
つ
目
の「
産
業
振
興
策
」に
つ
い

て
は
、
11
月
16
日
に
議
会
で
北
海
道

十
勝
平
野
の
中
心
部
に
位
置
す
る

「
公
益
財
団
法
人
幕
別
町
農
業
振
興

公
社
」
の
視
察
を
行
っ
た
。
幕
別
町

の
主
要
作
物
は
小
麦
、
ビ
ー
ト
、
馬

鈴
薯
。
農
家
の
一
戸
当
た
り
の
耕
地

面
積
は
35
・
１
ha
と
幕
別
町
の
農
業

と
本
町
の
農
業
で
は
、
形
態
、
規
模

に
大
き
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
農

業
へ
の
取
り
組
み
等
に
参
考
に
な
る

点
も
多
く
、
今
後
の
農
業
振
興
策
に

つ
い
て
の
調
査
に
活
か
し
て
い
く
。

　
二
つ
目
の「
道
水
路
の
整
備
状
況

と
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
10
月
26
日

の
同
日
、
所
管
担
当
課
長
同
行
の
上
、

今
年
度
事
業
の「
ス
ー
パ
ー
や
な
み
」

の
９
月
施
工
の
現
場
と
12
月
予
定
の

２
カ
所
に
つ
い
て
現
場
調
査
を
行
っ

た
。
ま
た
、
今
後
の
本
町
の
課
題
で

も
あ
る
、
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
の
対

象
橋
梁（
東
北
自
動
車
道
に
架
か
る

橋
梁
）
８
橋
の
中
か
ら
３
橋
に
つ
い

　
当
委
員
会
は
、
閉
会
中
に
行
っ
て

き
た
所
管
事
務
調
査
の
２
点
の
う
ち

次
の
点
に
つ
い
て
調
査
報
告
を
行
っ

た
。

○

調
査
事
件

　
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

○

調
査
目
的

　
財
産
の
有
効
活
用
の
た
め

○

調
査
経
過（
略
）

○

調
査
結
果

　
美
術
品
等
の
財
産
は
、
財
務
規
則

に
の
っ
と
り
台
帳
が
作
成
さ
れ
管
理

さ
れ
て
い
る
が
、
引
継
の
際
に
台
帳

に
基
づ
い
た
引
継
が
な
さ
れ
て
い
な

い
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
駅
前
倉
庫

の
活
用
時
に
お
い
て
管
理
が
不
十
分

な
面
が
あ
る
。

　
今
後
は
、
各
保
管
場
所（
倉
庫
等
）

へ
の
入
退
室
管
理
簿
や
鍵
の
管
理
簿

の
明
確
化
を
図
り
、
財
産
の
引
継
時

に
お
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
行
う
こ
と
。
併
せ
て
、
受
贈
品

は
、
寄
贈
者
の
意
志
を
十
分
に
、
汲

み
取
り
、
有
効
活
用
に
務
め
ら
れ
た

い
。
ま
た
、
今
後
作
成
さ
れ
る
固
定

て
説
明
を
受
け
な
が
ら
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
10
月
９
日
の
関

東
東
北
豪
雨
で
法
面
が
崩
落
し
、
復

旧
工
事
を
進
め
て
き
た
宮
沢
水
路

（
南
半
字
宮
沢
）に
つ
い
て
も
、
竣
工

完
了
し
た
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　
こ
の
二
つ
の
調
査
事
項
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
行
く
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
３
件
目
の
調
査

事
項
と
し
て「
空
き
家
・
空
き
地
」利

活
用
と
住
環
境
及
び
景
観
の
保
全
・

整
備
の
た
め「
空
き
家
・
空
き
地
」に

つ
い
て
の
調
査
を
進
め
て
い
く
。

資
産
台
帳
は
、
適
正
な
評
価
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
い
。

　
な
お
、
児
童
生
徒
の
学
力
と
体
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の「
児
童
生
徒

の
学
力
・
体
力
向
上
に
つ
い
て
」
の

調
査
は
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
活
用
に

伴
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
の
影
響

を
調
査
す
る
た
め
継
続
し
て
調
査
す

る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
健

全
な
財
産
運
営
の
た
め
の「
健
全
財

政
に
つ
い
て
」
と
公
正
・
公
平
・
適

正
な
入
札
の
た
め
の「
入
札
制
度
に

つ
い
て
」
を
調
査
事
件
と
し
て
追
加

し
た
。

　
県
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
す
る

研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
「
地
方
議
会
の
課
題
と
活

性
化
策
、
地
方
創
生
と
地
方
議
会
の

役
割
」
と
題
し
読
売
新
聞
東
京
本
社

編
集
局
企
画
委
員
の
青
山
彰
久
氏
が

講
演
し
た
。
各
地
方
を
取
材
し
体
験

す
る
中
で
得
た
内
容
で
あ
っ
た
。
ま

ず
地
方
議
会
と
地
方
議
員
の
は
た
す

べ
き
役
割
と
論
点
を
整
理
さ
れ
た
話

を
伺
っ
た
。
住
民
に
顔
を
向
け
、
地

域
の
活
性
化
を
数
字
・
経
済
だ
け
で

は
な
い
見
方
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
住

み
心
地
よ
い
地
域
を
つ
く
る
」
に
視

点
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
こ
と
か
ら
、
地
方
創
生
と
は
、
私

た
ち
の
先
祖
が
し
て
き
た
よ
う
に
、

山
を
守
り
、
農
地
を
守
り
、
海
を
き

れ
い
に
維
持
し
、
国
土
の
成
り
立
ち

と
伝
統
を
守
る
こ
と
。
そ
れ
を
誇
り

に
し
て
地
方
で
生
活
す
る
人
た
ち
を

心
か
ら
尊
敬
し
て
応
援
す
る
都
市
住

民
を
増
や
し
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
、

地
方
居
住
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ

し
、
出
生
率
向
上
と
多
様
な
価
値
観

を
育
み
、
子
育
て
環
境
を
実
現
し
て

　
県
町
村
議
長
会
主
催
に
よ
る
「
地

方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
第
１

回
を
当
町
「
イ
コ
ー
ゼ
！
」
に
お
い

て
、
川
俣
町
・
国
見
町
・
桑
折
町
の

議
員
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
伊
達

郡
町
村
議
会
議
長
会
会
長
の
片
平
町

議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　
講
師
は
、
福
島
大
学
人
間
発
達
文

化
学
類
教
授
、
初
澤
敏
生
氏
に
よ
る

「
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
講
演
内
容
は
、
戦
後
の
労
働
人
口

の
問
題
か
ら
現
在
問
題
と
な
っ
て
い

る
「
高
齢
化
」
の
進
展
に
よ
る
、
社

会
保
障
費
等
の
急
増
、
高
齢
化
対
策

と
し
て
評
価
さ
れ
る
定
年
の
延
長
、

再
雇
用
制
度
の
導
入
な
ど
が
、
若
者

の
雇
用
の
停
滞
と
非
正
規
労
働
化
を

進
め
、
若
者
の
生
活
を
不
安
定
に
し
、

今
後
、
更
な
る
少
子
化
を
も
た
ら
す

可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
対
応
し
て
地
域
経
済
の

振
興
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地
域
経

済
の
特
性
を
分
析
し
た
上
で
、
戦
略

を
立
案
し
て
い
く
こ
と
や
、
行
政
が

産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
、

構
造
改
革
を
後
押
し
す
る
政
策
が
求

め
ら
れ
、
特
に
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
２
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
福
島
大

学
行
政
政
策
学
類
教
授
、
功く

ぬ
ぎ刀
俊と
し
ひ
ろ洋

氏
に
よ
る
「
地
方
創
生
と
地
方
議
会

の
役
割
」
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
講
演
内
容
は
、
国
に
お
け
る
地
方

創
生
の
重
点
目
標
を
、
⑴
人
口
減
少

の
緩
和
、
⑵
東
京
一
極
集
中
の
是
正

⑶
地
域
特
性
に
即
し
た
地
域
課
題
の

解
決
の
３
点
に
絞
ら
れ
た
。
国
の
施

策
は
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
示
さ
れ
て
い
る
が
、
行

政
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
施
策
を

も
っ
て
地
方
創
生
に
あ
た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
中
核
市
と
郊
外
・
周
辺
町

村
の
広
域
連
携
で
は
、
政
令
・
中
核

都
市
は
仕
事
（
雇
用
・
産
業
・
商

業
）
で
郊
外
は
住
居
（
住
宅
・
子
育

て
・
地
域
医
療
・
地
域
福
祉
）
と
い

う
機
能
・
役
割
分
担
が
明
確
化
さ
れ

て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
こ
れ
は
国
で

は
な
く
地
方
自
治
の
問
題
で
あ
る
。

　
議
会
の
役
割
は
、
事
業
評
価
で
行

う
も
の
で
あ
り
、
町
村
議
会
の
現
実

を
ふ
ま
え
て
強
み
を
生
か
す
こ
と
が

重
要
で
、
人
口
減
少
社
会
と
な
り
、

過
去
の
経
験
が
通
用
し
な
い
時
代
を

迎
え
た
。
議
会
は
、
経
験
か
ら
学
ん

だ
知
恵
で
多
様
な
観
点
か
ら
、
人
口

減
少
が
進
ん
で
も
住
民
が
安
心
で
き

る
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
結
び
講

演
を
終
え
た
。

　
そ
の
後
、
産
経
新
聞
社
編
集
局
政

治
部
長 

石
橋
文
登
氏
に
よ
る
「
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
政
局
・
政
治
・
安

倍
政
権
の
展
望
と
行
方
」
の
演
題
で

講
演
を
い
た
だ
き
研
修
会
を
終
了
し

た
。

町
村
議
会
議
員
研
修
会

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま　
10
／
31

第
１
回　
　
　
　

  

11
／
７

桑
折
町
「
イ
コ
ー
ゼ
！
」

第
2
回　
　
　
　

  

12
／
20

国
見
町「
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
」

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー

　
地
方
分
権
の
推
進
に
伴
い
、
住
民
の
代
表
機
関
と
し
て
の
最
終
意
思
決
定
を

あ
ず
か
る
議
会
の
役
割
と
責
任
は
重
い
。
今
回
、
福
島
大
学
に
よ
る
地
域
貢
献

事
業
と
し
て
、
地
域
に
関
す
る
特
定
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
大
学
教
授
等
を
交
え

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
課
題
の
問
題
解
決
を
図
る
目
的
で
開
催
さ

れ
る
。

― 睦合、松山橋 ―

― 駅前倉庫 ―

議会だより――議会だより17 16 



単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調 定 額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額

分担金・負担金 1,381,000 1,381,000 1,381,000 0 議会費 1,261 1,036 225

使用料・手数料 723 858 858 135 総務費 142,865 136,154 6,711

県 支 出 金 63,511 63,292 63,292 ▲ 219 消防費 2,272,388 2,251,223 21,165

財 産 収 入 139 108 108 ▲ 31 公債費 71,184 66,535 4,649

寄　附　金 500 500 500 0 予備費 3,877 0 3,877

繰　入　金 148,000 148,000 148,000 0

繰　越　金 23,971 23,971 23,971 0

諸　収　入 12,931 13,475 13,475 544

組　合　債 843,500 843,500 843,500 0

国庫支出金 17,300 17,310 17,310 10

合　計 2,491,575 2,492,014 2,492,014 439 合　計 2,491,575 2,454,948 36,627

一　部　事　務　組　合　議　会　報　告 27年度決算概要

一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額

分賦金 54,746 54,746 54,746 0 議会費 824 789 35

財産収入 1 1 1 0 総務費 55,400 55,305 95

繰入金 1,091 1,091 1,091 0 予備費 400 0 400

繰越金 739 739 739 0

諸収入 47 48 48 1

合　計 56,624 56,625 56,625 1 合　計 56,624 56,094 530

し尿処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額

分　賦　金 293,160 293,160 293,160 0 衛生費 177,159 175,867 1,292

使用料・手数料 4 3 3 ▲ 1 基金費 39,208 39,207 1

財 産 収 入 35 36 36 1 公債費 138,652 138,651 1

繰　入　金 60,029 60,029 60,029 0 予備費 500 0 500

繰　越　金 1,439 1,439 1,439 0

諸　収　入 852 852 852 0

合　計 355,519 355,520 355,520 1 合　計 355,519 353,725 1,794

ごみ処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不 用 額

分　賦　金 307,406 307,406 307,406 0 衛生費 4,146,833 4,145,982 0 851

使用料・手数料 135,067 136,212 136,212 1,145 基金費 36,269 36,268 0 1

国庫支出金 4,033 4,034 4,034 1 公債費 63,831 63,830 0 1

県 支 出 金 3,505,672 3,505,676 3,505,676 4 予備費 3,000 0 0 3,000

財 産 収 入 50,788 50,666 50,666 ▲ 122

繰　入　金 17,272 17,272 17,272 0

繰　越　金 15,527 15,528 15,528 1

諸　収　入 214,168 214,999 214,748 580

組　合　債

合　計 4,249,933 4,251,793 4,251,542 1,609 合　計 4,249,933 4,246,080 0 3,853

【伊達地方衛生処理組合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　佐藤榮三・岩﨑久男

一 般 会 計

　平成27年度一般会計の歳入総額5,662万５千円、

歳出総額5,609万４千円、当該年度の形式的収支は

53万１千円の黒字となり、全額を翌年度に繰越し

た。なお、実質収支から前年度の実質収支を差し引

いた単年度収支では20万８千円の赤字となった。

し尿処理事業

　歳入総額３億5,552万円、歳出総額３億5,372万

５千円、当該年度の形式的収支は、179万５千円の

黒字となり全額を翌年度に繰越した。なお、単年度

収支では35万５千円の黒字となった。

ごみ処理事業

　歳入総額42億5,154万２千円、歳出総額42億

4,608万円、当該年度の形式的収支は、546万２千

円の黒字となり、全額を翌年度に繰越した。なお、

単年度収支では547万６千円の赤字となった。

【公立藤田病院組合】　　　　　　　　　　　　　選出議員　羽根田八千代・原　賢志・佐藤武朗・齋藤松夫

　平成27年度一般会計の歳入総額は24億9,201万

４千円に対し、歳出総額は24億5,494万８千円で歳

入歳出差引額は、3,706万６千円となった。

　監査委員より北分署を除く各分署庁舎は、昭和

40年代の建築で手狭なうえ老朽化も進み、毎年修

繕、応急補修を施し対応していることから、平成

　収益的収支は、総収益58億9,771万４千円、総費

用59億3,849万８千円となり収支差引▲4,078万３

千円の純損失となった。

　資本的収支は、収入総額1億6,770万円、支出総

額４億9,767万１千円、収支差引不足額３億2,997

万１千円は過年度分損益勘定留保資金で補填した。

33年度以降改築の計画をしているとのことだが、

施設整備には多額の資金が必要となることから、今

後更に構成市町の理解を得ることが重要であるとの

意見があった。

収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

病院事業収益 5,995,779 ▲ 14,820 5,980,959 5,897,714 ▲ 83,245 資本的収入 163,753 3,947 167,700 167,700 0

　医 業 収 益 5,591,092 ▲ 45,547 5,545,545 5,458,414 ▲ 87,131 出 資 金 163,752 899 164,651 164,651 0

医業外収益 404,687 30,727 435,414 436,762 1,348 国（県）補助金 1 3,048 3,049 3,049 0

特 別 利 益 0 0 0 2,538 2,538

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

病院事業費用 5,995,779 ▲ 20,420 5,975,359 5,938,498 36,861 資本的支出 519,662 ▲ 20,000 499,662 497,671 1,991

医 業 費 用 5,868,028 ▲ 13,000 5,855,028 5,822,845 32,183 建設改良費 201,734 ▲ 20,000 181,734 179,744 1,990

医業外費用 120,563 ▲ 3,000 117,563 114,419 3,144 企業債償還金 317,928 0 317,928 317,927 1

病院組合費 2,768 0 2,768 1,233 1,535

特 別 損 失 0 0 0 0 0

予 備 費 4,420 ▲ 4,420 0 0 0

収支差引不足額３億 2,997 万１千円は過年度分損益勘定留保資金で補填した。

【伊達地方消防組合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　川名静子・渡邉英直

■千円未満四捨五入

　平成27年度は診療報酬改定がなく特別利益が少

なかった。

　入院患者数の減により、医業収益が減少、総収

益も減った。実質的な指標となる経常収支は▲

47,624千円の赤字、経常収支比率は99.2％となった。

　医師数については増減がなく、初期研修医2名を

受け入れたが、依然として医師不足、看護師不足が

続いている。
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収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　 資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

水道用水供給事業 4,954,356 14,572 4,968,928 4,978,260 9,332 資本的収入 32,334 ▲ 19,643 12,961 11,317 ▲ 1,374

営 業 収 益 3,864,974 0 3,864,974 3,858,194 ▲ 6,780 負 担 金 32,334 ▲ 19,643 12,691 11,317 ▲ 1,374

営業外収益 1,089,382 14,572 1,103,954 1,120,067 16,113 企 業 債 0 0 0 0 0

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 流用増減額 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 継続費 合　計 決算額 繰越額 不用額

水道用水供給事業 4,858,360 5,455 0 4,863,815 4,692,957 170,858 資本的支出 2,173,711 ▲ 71,379 8,963 2,111,295 1,969,562 117,194 24,539

営 業 費 用 4,195,299 1,620 ▲ 23,467 4,173,452 4,002,697 170,755 建設改良費 362,693 ▲ 71,379 8,963 300,277 158,644 117,194 24,439

営業外費用 662,961 3,835 23,467 690,263 690,260 2 企業債償還金 1,810,918 0 0 1,810,918 1,810,918 0 0

予 備 費 100 0 0 100 0 100 予 備 費 100 0 0 100 0 0 100

特 別 損 失 0 0 0 0 0 0

収支差引額不足分 19 億 5,824 万 5 千円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保資金で補填した。

【福島地方水道用水供給企業団】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　片平秀雄

27年度桑折町の一部事務組合への負担金決算額及び 26年度決算額対比表
単位：千円　　％：少数点第２位四捨五入

区　分 内　訳
平成 27 年度
決　算　額

平成 26 年度
決　算　額

増減額
増減率
（％）

伊達地方
衛生処理組合

一般会計 6,376 6,302 74 1.2
し尿処理 25,381 23,512 1,869 7.9
ごみ処理 29,928 27,296 2,632 9.6
合　　計 61,685 57,110 4,575 8.0

公立藤田
病院組合

一般会計 52,000 52,000 0 0
特別交付税 21,459 14,030 7,429 53.0
合　　計 73,459 66,030 7,429 11.3

伊達地方
消防組合

一般会計 170,920 166,875 4,045 2.4

合　　計 306,064 290,015  16,049 5.5

　収益的収支は、水道用水供給事業収益49億7,826

万円に対し、水道用水供給事業費用46億9,295万７

千円で、収支差し引き額２億7,388万２千円が当年

度純利益となり、前年度繰越欠損金12億9,506万2

千円から当年度純利益及びその他未処分利益剰余金

を差し引いた残金10億2,117万9千円は、未処理欠

損金として翌年度に繰越した。（消費税込み）

　資本的収支は、資本的収入1,131万7千円に対し、

資本的支出が19億6,956万2千円となり、資本的収

入額が資本的支出額に不足する額19億5,824万5千

円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額911万1千円と過年度分損益勘定留保資金19億

4,913万3千円で補填した。（消費税込み）

― リサイクル率　現在の 14.3％から 20％を目標に ―
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。
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町民会議開催
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。
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光
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⑴
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議
会
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察
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鳥
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う
だ
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、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

も
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さ
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く
場
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ア
ピ
ー

ル
し
同
時
進
行
で
進
め
る
べ
き
だ
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一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
と
思
う

が
、
造
園
組
合
も
協
力
で
き
る
と

こ
ろ
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あ
る
事
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し
い
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⑵
「
半
田
山
の
植
物
資
源
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活
か
し

た
観
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活
用
に
つ
い
て
」
の
課
題
に

入
る
。
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10
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ラ

ネ
ア
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採
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。
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ボ
ラ
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に
、
組
合
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行
う
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し
て
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し
い
。

・�

道
路
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桜
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行
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邪
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に
な
る
。
整
枝
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し
っ
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し
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。
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萱
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牧
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光
ワ
ラ
ビ
園
」

に
し
て
は
。
要
す
る
費
用
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、
草

刈
作
業
と
駐
車
場
の
設
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ど
の

分
だ
け
。
入
場
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を
２
～
３
千
円
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収
で
回
収
で
き
る
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専
門
職
な
ら
で
は
の
意
見
提
案
等
、

熱
の
入
る
有
意
義
な
会
議
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
ご
意
見
に
対
し
議
会
は

12
月
20
日
総
括
を
行
い
、
今
後
も
担

当
委
員
会
や
一
般
質
問
等
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
農
業
振
興
公
社
の
あ
り
方
を
調
査

す
る
た
め
、
10
月
13
日
〝
か
ら
り
こ

館
〟
で
川
俣
町
産
業
課
長
、
農
業
振

興
公
社
代
表
、
川
俣
町
議
会
の
皆
様

か
ら
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
説
明

を
う
け
た
。
農
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
他
産
業
に
な
い
「
川
俣
シ
ャ

モ
」
を
町
の
特
産
品
と
し
て
開
発
、

生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
一
貫

し
た
体
制
で
行
う
「
公
社
」
設
立
の

説
明
を
う
け
、
活
発
な
質
疑
を
行
っ

た
。
11
月
に
視
察
計
画
の
「
幕
別
町

農
業
振
興
公
社
」
と
合
わ
せ
て
、
本

町
の
農
業
振
興
を
考
え
る
う
え
で
ヒ

ン
ト
と
な
る
視
察
と
な
っ
た
。

議会主催の

川俣町農業振興公社
の

取り組みについて

視 察
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議 会 活 動 状 況 報 告 　平成 28 年  9/20 〜 12/12 まで

年 月 日 活   動   状   況 内　　容 出 　 席 　 者

28 ９ 20 議会全員協議会 町民会議総括について、視察研修について 全 議 員

議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

23 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

26 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

27 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

30 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

10 ４ 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

公立藤田病院組合議会全員協議会 平成28年第２回定例会提出議案について 選 出 議 員

平成28年第２回公立藤田病院組合議会定例会 平成27度公立藤田病院組合会計決算認定 選 出 議 員

６ 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

11 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

議会全員協議会 総合計画策定の進捗状況について、９月定例会総括 全 議 員

13 政務調査会視察研修（川俣町農業振興公社） 川俣町農業振興公社の概要、設立背景・経緯、運営状況等の研修 全 議 員

17 伊達郡町村議会議長会要望活動 福島県・国土交通省福島河川国道事務所に対する要望活動 議 長

18 伊達郡町村議会議長会要望活動 復興庁福島復興再生総局に対する要望活動 議 長

19 伊達地方衛生処理組合例月出納検査 伊達地方衛生処理組合各会計の定例検査 選 出 議 員

24 伊達地方消防組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員

平成28年第２回伊達地方消防組合議会定例会 平成27年度伊達地方消防組合一般会計継続費精算報告・歳入歳出決算の認定、平成
28年度伊達地方消防組合一般会計補正予算

選 出 議 員

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 平成28年第３回組合議会定例会提出議案について 選 出 議 員

平成28年第３回伊達地方衛生処理組合議会定例
会

平成27年度伊達地方衛生処理組合一般会計・し尿処理事業特別会計・ごみ処理事業
特別会計歳入歳出決算認定、平成28年度一般会計・し尿処理事業特別会計・ごみ処
理事業特別会計補正予算

選 出 議 員

25 議会運営委員会 ９月定例会総括、議会基本条例に基づく議会改革の先進事例調査、芽室町議会視察
研修事項について

選 出 委 員

例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

26 産業厚生常任委員会 所管事務調査「道水路等の整備状況と計画について」 選 出 委 員

桑折町商工会来庁応対 桑折町商工会館建設の要望書受領 議 長

27 総務文教常任委員会 所管事務調査「財産の管理について」 選 出 委 員

31 議会運営委員会 芽室町議会視察における「議会運営委員会質問事項」について 選 出 委 員

福島県町村議会議員研修会 講演「地方創生と地方自治」
　講師　読売新聞社東京本社企画委員　青山 彰久氏
講演「これからどうなる政局・政治～安倍政権の展望と行方」
　講師　産経新聞社編集局WEB編集長　石橋 文登氏

全 議 員

11 ２ 議会全員協議会 総合計画策定の進捗状況について（審議をうけて）、桑折町造園組合との議会「町
民会議」について

全 議 員

７ 地方自治研究交流セミナー（第１回） 講演「人口減少社会への対応について」
　福島大学人間発達文化学類教授　初澤　敏生　氏

全 議 員

９ 第60回町村議会議長全国大会 全国の町村議会議長による国への要望、決議事項の決定、特別講演等 議 長

産業厚生常任委員会 所管事務調査「道水路等の整備状況と計画について」 選 出 委 員

10 議会全員協議会 桑折町総合計画について 全 議 員

桑折町議会町民会議 桑折町造園業組合との意見交換 全 議 員

15 相馬福島道路予算要望活動 相馬福島道路予算要望及び新庁舎建設に対する財政支援の要望 議 長

宮城県大衡村議会運営委員会視察研修受入 議会運営と議会改革についての研修に来町した大衡村議会議員への応対 副 議 長
議 運 委 員

総務文教常任委員会 所管事務調査「児童生徒の学力・体力向上について」 選 出 委 員

16

～

18

町議会議員視察研修 北海道中川郡幕別町（幕別町農業振興公社）
北海道河西郡芽室町（芽室町議会）

全 議 員

24 「県町村議会議長会　理事・監事合同会議」及
び「県知事・県議会議長を囲んでの懇談会」

平成27年度会務報告、平成28年度一般会計補正予算（第１号）の専決処分の承認に
ついて、平成27年度一般会計決算の承認について、全国町村議会議長会「町村議会
表彰」の推薦について　外

議 長

25 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

28 議会運営委員会 12月定例会議事日程等 選 出 委 員

30 議会全員協議会 桑折町空家等対策協議会委員の推薦 全 議 員

12 ５ 議会全員協議会 12月定例会の議事日程等、議案内容の説明
出資法人経営状況報告

全 議 員

第６回定例会本会議 条例制定１件、条例改正４件、一般会計補正予算、特別会計補正予算４件の説明 全 議 員

産業厚生常任委員会 所管事務調査等 選 出 委 員

６ 議会全員協議会 12月定例会（第２日）議事日程等 全 議 員

第６回定例会本会議 一般質問５名 全 議 員

７ 議会全員協議会 12月定例会（第３日）議事日程等 全 議 員

第６回定例会本会議 一般質問３名 全 議 員

総務文教常任委員会 所管事務調査等 選 出 委 員

８ 議会全員協議会 12月定例会（第４日）議事日程等 全 議 員

第６回定例会本会議 条例制定１件、条例改正４件、諮問１件審議採決 全 議 員

12 議会全員協議会 ・12月定例会（第８日）議事日程等
・追加議事日程等　外

全 議 員

議会運営委員会 追加議事日程等 選 出 委 員

第６回定例会本会議 ・一般会計補正予算、特別会計補正予算４件、桑折町総合計画審議採決
・追加議案審議採決（議案１件、意見書４件、決議１件）

全 議 員

意
見
書

　地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体の自由

度が拡大し、自主性及び自立性の高まりが求められる

中、住民の代表機関である地方議会の果たすべき役

割と責任が格段に重くなっている。

　また、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶと

ともに、より積極的な活動が求められている。

　しかしながら、昨年実施された統一地方選挙にお

いて、町村では議員への立候補者が減少し、無投票

当選が増加するなど、住民の関心の低下や地方議会

議員のなり手不足が大きな問題となっている。

　こうした中、地方議会議員の年金制度を時代に相

応しいものにすることが、議員を志す新たな人材確保

につながっていくと考える。

　よって、国民の幅広い政治参加や地方議会におけ

る人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金制

度加入のための法整備を早急に実現するよう強く要

望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成28年 12月12日

　　　　　　　　　　　　福島県伊達郡桑折町議会

　衆議院議長　

　参議院議長　

　内閣総理大臣　

　内閣官房長官　

　財 務 大 臣　

　総 務 大 臣　

　厚生労働大臣　殿

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

　
11
月
15
日
、
宮
城
県
大
衡

村
議
会
運
営
委
員
会
の
方
々

が
、
桑
折
町
議
会
の
議
会
改

革
・
活
性
化
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
視
察
訪
問
さ
れ
た
。

　
桑
折
町
議
会
は
副
議
長
及

び
、
議
会
運
営
委
員
会
メ
ン

バ
ー
が
こ
れ
に
対
応
し
た
。

（
片
平
議
長
は
公
務
出
張
。）

　
羽
根
田
八
千
代
副
議
長
の

歓
迎
挨
拶
の
後
、
齋
藤
松
夫

議
会
運
営
委
員
長
が
、
平
成

元
年
か
ら
始
ま
る
第
一
次
活

性
化
取
り
組
み
、
地
方
分
権

時
代
に
対
応
す
る
た
め
の
第

二
次
活
性
化
取
り
組
み
、
議

会
基
本
条
例
制
定
に
始
ま
る

第
三
次
活
性
化
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
同
佐
藤
榮
三
副
委
員
長
は

議
会
報
告
会
開
催
及
び
、
町

民
と
の
意
見
交
換
の
場
で
あ

る
議
会
基
本
条
例
第
４
条
の

７
に
基
づ
く「
町
民
会
議
」の

あ
り
方
に
つ
い
て
を
報
告
、

川
名
静
子
広
報
委
員
長
は
、

議
員
に
よ
る
定
例
会
終
了
後

一
ヶ
月
以
内
発
行
の
、
議
会

だ
よ
り
編
集
に
つ
い
て
話
し

た
。

　
そ
の
後
、
議
会
定
数
の
あ

り
方
や
議
員
倫
理
条
例
、
質

問
通
告
と
答
弁
書
配
布
、
執

行
部
の
反
問
権
行
使
、
定
例

会
終
了
後
の
総
括
レ
ポ
ー
ト

提
出
と
総
括
会
議
の
開
催
な

ど
に
つ
い
て
、
質
問
や
意
見

交
換
が
行
わ
れ
本
町
議
会
に

も
大
変
有
意
義
な
交
流
と

な
っ
た
。

宮城県大衡村 の
議会運営委員会 が 視察訪問3月定例会の

お知らせ

町民会議　
〜議会と意見交換しませんか〜

３月上旬に開催予定
　総合計画を基に平成29年
度の予算が決まる議会です。
　 町 民 の 皆 さ ん、 ぜ ひ 傍 聴
においで下さい。
　く わ し く は「 議 会 だ よ り
号 外 」で お 知 ら せ し ま す 。

募集中

　今 議会では、町内の団体の皆様と同
じテーマで自由に情報・意見を交換し
合う「町民会議」を実施しています。

「ぜひわれわれとも……」
の声をお待ちしております。

（申し込みは TEL 582−2113 議会事務局へ）
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■広報委員会

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　渡　邉　英　直

委員　斉　藤　　　謙

委員　齋　藤　松　夫

編　集　後　記

　議会改革がテーマの北海道芽室町議会視察で

は、さすが全国トップの議会だなと、たくさん

のことを学ばせていただきました。議会広報は

４人体制の議会事務局による毎月発行でした。

　桑折町の事務局は監査委員事務局も兼ねての

２人体制です。だからではありませんが、桑折

町は議員の手づくりで、定例会終了後１ヶ月以

内発行を目標にしての編集です。今年もよりよ

い広報をめざし頑張ります。

　この年が、共におおきく羽ばたける年であり

ますように。

齋藤松夫

醸芳子ども園 ５歳児交流会

 － 友だち100人できるかな －

・・・・・

「
議
会
だ
よ
り
」

○

毎
回
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
８
人

○

目
に
し
た
時
に
読
む
　
　
　
　
３
人

○

ま
っ
た
く
読
ま
な
い
　
　
　
　
１
人

「
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
気
づ
い
た

点
・
要
望
な
ど
」

・�
全
般
的
に
議
会
の
運
用
状
況
の
報
告

と
言
え
る
。

・�

活
動
の
結
果
ど
う
な
っ
た
の
か
等
の

結
果
の
報
告
が
見
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
代
男
性
）

・�

入
札
制
度
に
つ
い
て
、
指
名
で
な
く

一
般
競
争
入
札
に
し
て
は
。
（
入
札

率
が
高
す
ぎ
ま
せ
ん
か
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
男
性
）

・�

予
算
・
決
算
の
状
況
報
告
は
、
こ
お

り
広
報
と
同
じ
な
の
で
別
の
視
点
か

ら
の
掲
載
が
町
民
の
財
政
に
関
す
る

興
味
も
高
く
な
る
と
思
う
。

・�

各
種
事
業
の
進
捗
状
況
等
で
き
る
だ

け
情
報
公
開
し
て
欲
し
い
。

・�

興
味
深
い
内
容
に
つ
い
深
読
み
し
疲

れ
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
が
あ

れ
ば
。
　
　
　
　
　
（
60
代
男
性
）

・�

議
員
と
町
民
が
よ
り
近
づ
け
る
場
で

あ
っ
て
欲
し
い
。
議
会
以
外
の
活
動

の
様
子
も
掲
載
し
て
欲
し
い
。

・�

顔
写
真
が
大
き
く
な
り
、
顔
と
名
前

が
覚
え
や
す
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
50
代
女
性
）

・�

興
味
が
あ
る
ペ
ー
ジ
か
ら
読
む
。
数

字
の
所
も
重
要
だ
と
思
う
の
で
、
目

が
向
く
様
な
工
夫
を
し
て
欲
し
い
。

「
町
民
の
声
」
は
興
味
深
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
女
性
）

・�

伊
達
市
に
誘
致
予
定
の
イ
オ
ン
に
対

す
る
桑
折
町
の
対
応
は
？

　�

六
角
地
区
の
活
用
予
定
等
聞
か
せ
て

欲
し
い
。
　
　
　
　
（
60
代
女
性
）

・�

一
般
質
問
で
も
町
長
が
答
弁
し
や
す

い
質
問
で
馴
れ
合
い
の
議
会
の
よ
う

だ
。

・�

観
光
面
で
の
質
問
と
内
容
を
も
っ
と

検
討
し
て
、
交
流
人
口
が
増
加
す
る

様
な
方
向
に
も
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。

も
っ
と
「
は
り
」
の
あ
る
質
問
を
し

て
。
　
　
　
　
　
　
（
70
代
男
性
）

・�
議
員
が
多
す
ぎ
る
。
議
員
の
削
減
を

望
む
。
　
　
　
　
　
（
70
代
男
性
）

・�

若
人
も
老
人
も
わ
か
る
難
し
い
言
葉

は
避
け
る
べ
き
だ
し
、
開
い
た
ペ
ー

ジ
が
硬
い
感
じ
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
50
代
女
性
）

・�

若
い
世
代
に
も
分
か
り
や
す
い
書
き

方
だ
と
毎
回
読
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
代
女
性
）

　
議
会
傍
聴
の
受
付
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
個
人
情
報
保
護
に
配
慮
し
、
傍
聴
人

受
付
簿
へ
記
入
後
、
用
紙
を
箱
で
保
管

し
ま
す
。

「
傍
聴
者
の
声
」

○

今
回
初
め
て
　
　
　
　
　
　
　
１
人

○

3
回
以
上
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
人

　
議
会
広
報
委
員
会
で
は
発
行
後
、
各
地
区
数
名
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
率
直
な
生
の
声
と
し
て
、

「
町
民
の
声
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
〝
わ
か
り
や
す
い
、
伝

わ
る
紙
面
づ
く
り
〟
編
集
の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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